
別紙様式１

委員長

対象団体

実施日

時間 ～

会場

出席
予定者

受付：阿久根委員・川上委員・池谷委員

資料

その他

実施日

時間 ～

会場

議会だより 小林委員長 原稿は後日

当日
出席者

実施内容

概　要

報告会テーマ
「御殿場らしい生涯教育　～誰もが学び続けられるまちの実現～」
「御殿場らしい生涯教育について」をテーマに実施した行政視察等につい
て、基調報告した。その後、３グループに分かれ、意見交換し、グループ
ごとに発表した。

福祉文教委員会委員７名、社会教育委員、地域学校協働活動推進
員、文化協会、コミュニティ・スクールディレクター、各支所の
社会教育担当（地区担当）　計１９名

備

考

報告書
報告書作成 全委員提出、委員長とりまとめ 詳細は別紙

資料作成：髙村副委員長を中心に全員

備

考

　行政視察した内容を基調報告した後、３グループに分かれ、ワークショップ形式で
問題や課題の抽出、また共有して取り組んでいくべきこと等を意見交換する。

議

会

報

告

会

実

施

報

告

実施日時

出席者

令和７年１２月１９日（金）

午後　１時３０分 午後　３時３０分

市役所東館　第１・２委員会室

令和７年１２月１９日（金）

午後　１時３０分 午後　３時３０分

市役所東館　第１・２委員会室

福祉文教委員会委員　７名
社会教育委員、文化協会、コミュニティ・スクールディレクター
地域学校協働活動推進員、各支所の社会教育担当（地区担当）
　計１９名

事前準備

役割
分担

開会挨拶・基調報告：恵美子委員長、閉会挨拶：髙村副委員長

司会：昌美委員、計画書：阿久根委員

案内通知：恵美子委員長、グループワーク：全員

令和７年 　福祉文教委員会　第１回議会報告会

令和８年１月８日 【　小林　恵美子　】

議

会

報

告

会

実

施

計

画

委員会
テーマ

御殿場らしい生涯教育について

テーマ
設定目的

世代を超えた学びと交流を促進し、知識や経験を分かち合うことで、共に
成長し続ける社会の実現を目指す。

社会教育委員会、文化協会、コミュニティ・スクールディレクター
地域学校協働活動推進員、各支所の社会教育担当（地区担当）

調整事項



別紙様式２ 

議会報告会実施報告書 

開催日時 令和７年１２月１９日（金） 午後１時３０分～午後３時３０分 

開催場所 市役所東館第１・２委員会室 ほか 

テ ー マ  
御殿場らしい生涯教育 ～誰もが学び続けられるまちの実現～ 

 

出席議員 

司会者 小 林 昌 美 

報告者 基調報告：小 林 恵美子 

その他 

ワークショップのグループ 

Ａ：小 林 昌 美・阿久根 真 一 

Ｂ：芹 澤 勝 徳・川 上 秀 範 

Ｃ：髙 村 芳 章・池 谷 晴 一 

参加人数 

福祉文教委員７名、御殿場市社会教育委員３名、御殿場市文化協会２名、

コミュニティスクールディレクター４名、地域学校協働活動推進員１名、

各支所の社会教育地区担当６名   計２３名 

実施内容 

 「御殿場らしい生涯教育について」を年間テーマとし、行政視察をした

内容を基調報告した。 

 その後、３グループに分かれ、「行政主体の生涯学習の現状と課題、要望

と提案」「市民主体の生涯学習の現状と課題、要望と提案」を論点とし、

ワークショップ形式で、それぞれについて意見交換した。 

 ワークショップ終了後、各グループの報告、参加者の代表からの意見発

表を行った。 

主な意見 

・提言等 

別紙の報告書及びアンケート集計結果のとおり。 

以上のとおり、報告します。 

                               令和８年１月８日 

御殿場市議会議長 様 

              御殿場市議会 福祉文教委員会 委員長 小林 恵美子 



令和７年１２月１９日（金） 福祉文教委員会 議会報告会実施報告書 

 

１．議会報告会の概要 

福祉文教委員会では、「御殿場らしい生涯教育～誰もが学び続けられるまちの実

現～」をテーマとして、議会報告会を開催した。 

 本報告会では、市民参加型のグループワークを実施し、生涯学習、教育、文化、地

域活動に関する現状や課題について、参加者から率直な意見を聴取した。 

本報告書は、各グループから提出された意見を整理し、市民の現状認識や課題意

識を明らかにするとともに、今後の委員会活動及び市政への反映に資することを目

的とするものである。 

なお、本議会報告会の参加者は、社会教育委員３名、文化協会正副会長２名、地

域学校協働活動推進員１名、コミュニティ・スクールディレクター４名、各地域の社会

教育担当職員６名であり、それぞれの立場から専門的かつ実践的な意見が多く寄せ

られた。 

２．生涯学習をめぐる現状認識 

市民からは、本市において、各地区の取組をはじめ、文化協会、スポーツ協会など

の関係団体が、それぞれの分野で生涯学習や文化・スポーツ活動に力を入れている

ことについて、一定の評価が示された。 



 また、公民館や学校、文化・スポーツ施設などの基盤が整っていることも、本市の強

みとして挙げられた。 

一方で、これらの取組は地区や団体単位で行われる傾向が強く、市全体としての

体系的な整理や横断的な広がりが十分とは言えないとの意見も多く見られた。 

３．市民から寄せられた主な課題 

（１）対象世代の偏り 

 生涯学習の対象が高齢者中心となっているとの認識 

 働く世代や子育て世代が参加しにくい現状 

 講師や受講者の高齢化により、活動の継続性や発展性に課題があるとの指

摘 

（２）参加環境・条件の課題 

 平日昼間開催が多く、就労世代が参加しづらい 

 受講料等の経済的負担が参加の障壁となっている 

 託児や子どもの居場所が確保されていない 

（３）広報・情報発信の課題 

 行政による情報発信は行われているものの、市民に十分届いていないとの認

識 

 紙媒体中心の広報では、若年層への情報伝達が難しい 

 文字の大きさや表現が分かりにくいとの意見 

（４）地域・移動に関する課題 

 学習拠点が中心部に偏在していることによる地域間格差 

 高齢者や子どもにとって、移動手段が参加の大きな障壁となっている現状 

 

４．コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動に関する意見 

今回の議会報告会では、生涯学習とあわせて、コミュニティ・スクール及び地域学

校協働活動に関する意見も多く寄せられた。 

市民からは、学校を核として地域全体で子どもを支える取組の重要性について一

定の理解が示されたなかで、次のような課題も指摘された。 

 



 コミュニティ・スクールの制度や役割について、地域や市民に十分に認知され

ていない 

 学校運営協議会、地域学校協働活動、各種団体の活動が並立し、役割分担

が分かりにくい 

 地域で学校を支えたいという思いはあるものの、具体的な関わり方が分から

ない 

 コーディネーター等の担い手が限られている 

一方で、子ども時代から地域と関わる経験が、将来の地域定着や人材育成につな

がることへの期待や、学校を地域の学びや交流の拠点として活用していくことへの前

向きな意見も多く見られた。 

【ワークショップの様子】 

Aグループ                    Bグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cグループ                    各グループの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．評価できる点及び今後の可能性 

 公民館、学校、文化・スポーツ施設など、生涯学習を支える基盤が整っている

こと 

 市民や関係団体の文化活動、地域活動への意欲が高いこと 

 市民主体の取組には、柔軟な発想や実践力があること 

 コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動が、生涯学習や地域づくりと結

び付く可能性を有していること 

 

６．まとめ 

今回の議会報告会を通じて、生涯学習に対する市民の関心と期待の高さが改めて

確認された。しかしながら、制度の分かりにくさ、情報発信の不足、参加環境や移動

手段など、多くの課題が明らかとなった。 

特に、コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動については、子どもを起点とし

た生涯学習や地域づくりの重要な要素である一方、認知や連携の面で課題を抱えて

いることが浮き彫りとなった。 

本委員会としては、今回寄せられた市民の声を重く受け止め、今後の調査・検討を

進めるとともに、市政への提言につなげていくものである。 

 



 

議会報告会アンケート結果 

 

よくあてはまる

７人

あてはまる ５人

どちらともいえない

４人

テーマは適切であったか

よくあてはまる

６人

あてはまる ８人

どちらともいえない

２人

運営は適切であったか

よくあてはまる

５人

あてはまる ８人

どちらともいえない

３人

資料は適切であったか

よくあてはまる

５人

あてはまる １０人

どちらともいえない

１人

時期は適切であったか

よくあてはまる

５人

あてはまる ７人

どちらともいえない

３人

全くあてはまらない １人

時間は適切であったか

よくあてはまる

５人

あてはまる ７人

どちらともいえない

４人

ほかの人に勧めたいか



【今回の報告会に関して改善したほうがよい点・ご要望等】 

・学びました。とても参考になりました。 

・資料がもう少し細かい部分でも知りたいので、書いてほしかった。 

・学校関係の方が多くを占めていたが、もっと広く様々な立場の方に来ていただいた方が良

いと思う。 

・限られた時間、密度の濃い話し合いになりました。 

・知見が広がりました。ありがとうございました。 

・時間が短いためもう少し丁寧に議論できる時間が確保できるように余裕を持ったタイム

スケジュールにしてもらいたい。 

・グループごとに役割が決められ、進行の方は適切に助言を加えて話が進んだ。 

・多くの方の意見が聞けて大変勉強になりました。今後の活動に活かしていきたいと思いま

す。 

・グループワークのテーマが分かりにくかったが、議論を重ねて軌道修正できたことはよか

った。 

・表面のアンケート項目は高評価ではありますが、グループワークの内容については、まっ

たく関与していないことであったため、答えることができなくて、CSD（コミュニティス

クールディレクター）として参加している意義を感じられず困ってしまった。 

ですが、議員さん方が生涯学習、学び続けられる生涯教育ということまでにしてくださっ

たので、学校教育と関連付けて話に参加することができた。 

 そもそも、最初の分け方（生涯教育の行政と市民の現状と課題や要望）にしたのは、何か

元となるよくない現状があってのことだったのだろうか。だとしたら、CSD から考えを伝

えることは難しかったと思いますよ。 

・前年度のテーマに対する評価と課題（地域への具体的な働きかけ）どうしたのか。 

 もう少し聞かせてほしかった。 

 ⇒本年度のテーマになるのでは。 

 課題が解決しなかったら、引き続き同じテーマでも取り組んだ方がよいのでは。 

 

  



【市議会に伝えたいこと】 

・コミュニティスクールの運営をどのように進めたらいいか悩んでいます。 

予算が必要です。一生学ぶために働きながら職場を離れて（勤務中に）オンラインをでき

るようにさせていただきたいです。 

・本日は、私どもの声を聞いていただきありがとうございました。 

 今後も市民の様々な声に耳を傾け、市政の参考にしてほしいと思います。 

・開かれた市議会、市議会が身近に感じられたいい機会でした。ありがとうございました。

今後も続けてほしいと思います。 

・生涯教育のとらえ方が人それぞれであり、課題と要望がいろいろあった。 

 市民を主体とする考え方で、御殿場らしさをどう出していくかが問題と思う。 

・予算を増やすことが大変な事と思われますが、どうか宜しくお願いいたします。 

・学校現場ではランサムウェアによるシステム障害、共有サーバー破壊によって今までのデ

ータがなくなって大変混乱しています。それについての説明が不十分であったり補償に

ついて何も触れられていなかったりしています。教育委員会も被害者ですが、教職員が疑

心暗鬼にならない方向性を示してほしいと願っています。 

・いろいろな課題を有している児童が多いです。学校・学級によっては授業が成立しないよ

うなところもあります。文教委員の皆様にはぜひとも生の学校の実態を参観し、現状を知

っていただきたいと思います。 

・お忙しいなかありがとうございました。 

・市議会さんに伝えたいというよりも、他グループの話を聞いていて要望したいこととし

て。 

 ケーブルテレビの市民関連のプログラムを番組表として広報ごてんばとか岳麓新聞とか

に掲載してほしい。すると、様々な活動が知れ、「見てみようかな」と思ってももらえる

かと。 

・各支所ができること、各支所で扱えることをもっと増やしてほしい。 
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